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観る②≪る

真野紀太郎「バ ラ」 紙・水彩1940年

明
治
初
期
よ
り
、
イ
ギ
リ
ス
の

画
報
記
者
ワ
ー
グ
マ
ン
や
イ
タ
リ

ア
の
画
家
で
工
部
美
術
学
校
の
教

師
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
な
ど
の
指
導

も
あ
っ
て
、
近
代
日
本
水
彩
画
の

展
開
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た
。
特

に
明
治
2
0
年
代
に
入
り
、
優
れ
た

イ
ギ
リ
ス
水
彩
画
家
が
来
日
し
た

こ
と
も
刺
激
と
な
っ
て
隆
盛
し
、

水
彩
画
を
専
門
に
描
く
画
家
た
ち

が
登
場
し
た
。
真
野
紀
太
郎
も
そ

の
一
人
で
あ
る
。

真
野
は
、
明
治
4
年
愛
知
県
に

生
ま
れ
、
明
治
1
 
2
年
上
京
後
、
中

丸
精
十
郎
や
原
田
直
次
郎
に
洋
画

を
学
ぶ
が
、
や
が
て
水
彩
画
を
専

門
に
描
く
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て

明
治
4
0
年
同
志
と
日
本
水
彩
画
研

究
所
を
設
立
し
、
講
師
と
し
て
活

躍
。
さ
ら
に
大
正
2
年
日
本
水
彩

画
会
を
結
成
し
、
以
来
そ
の
展
覧

会
に
出
品
を
続
け
た
。
昭
和
3
3
年

酒
8
6
才
で
没
す
る
ま
で
水
彩
画
の

普
及
と
指
導
に
尽
力
す
る
と
と
も

に
独
自
の
美
を
追
求
し
た
。

本
作
品
は
、
昭
和
1
5
年
真
野
0
0

才
の
時
の
制
作
で
、
バ
ラ
は
真
野

が
好
ん
で
取
り
上
げ
た
モ
チ
ー
フ

で
あ
る
。
花
の
形
態
が
的
確
に
と

ら
え
ら
れ
、
白
、
黄
、
赤
な
ど
の

色
彩
が
効
果
的
に
配
さ
れ
て
温
雅

な
美
し
き
を
漂
わ
せ
て
い
る
。
バ

ラ
を
得
意
と
し
た
真
野
の
そ
の
力

量
が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
て
い
る
(



みる・かたる・つくる

昭
和
6
 
2
年
度
に
収
蔵
さ
れ
た
作

品
は
次
の
と
お
り
で
す
。

日
本
画

石
井
林
響
作

「
蓬
莱
仙
境
之
図
」

(
絹
本
・
墨
・
着
彩

昭
2
)

「
桃
源
」

(
絹
本
・
墨
・
着
彩
)

「
老
松
白
鷺
之
図
」

(
絹
本
・
墨
・
着
彩
)

「
高
砂
」

(
絹
本
・
墨
・
着
彩
)

鈴
木
鷲
湖
作

「
菊
の
桟
道
図
」
(
絹
本
・
着
彩
)

石
井
鼎
湖
作

「
立
姿
婦
人
図
」
(
絹
本
・
若
杉
)

島
多
諦
郎
作

「
群
魚
と
波
動
」

(
経
本
・
着
彩

昭
5
0
)

立
石
秀
春
作

「
九
十
九
里
」

(
紙
本
・
着
彩

昭
6
2
)

洋

画

石
川
欽
一
郎
作

「
赤
城
淡
煙
」

(
紙
・
水
彩
)

河
合
新
蔵
作

「
春
の
日
」

「
竹
林
図
」

(
紙
・
水
彩
)

(
紙
・
水
彩
)

真
野
紀
太
郎
作

「
バ
ラ
」

(
紙
・
水
彩

昭
1
 
5
)

安
藤
信
哉
作

「
牧
歌
」

(
麻
・
油
彩

昭
3
5
)

内
藤
求
作

「
縁
衣
の
婦
人
像
」

(
麻
・
油
彩

昭
3
6
)

森
程
一
作

「
ラ
ン
ス
大
聖
堂
」

(
麻
・
油
彩

昭
3
4
)

横
田
鰹
士
作

「
貝
に
な
っ
た
ブ
イ
と
浜
地
蔵
」

(
麻
・
油
彩

昭
飢
)

天
野
三
部
作

「
水
差
し
」
(
麻
・
油
彩

昭
5
0
)

秋
元
恒
作

「
高
生
垣
の
家
」

(
麻
・
油
彩

昭
5
 
1
)

小
林

数
作

「
ア
マ
ダ
プ
ラ
ム
峰
(
ヒ
マ
ラ
ヤ
)
」

(
麻
・
油
彩

昭
5
9
)

高
橋
規
矩
治
郎
作

「
滞
船
」

(
麻
・
油
彩

昭
4
5
)

彫

刻

柳
原
義
連
作

「
風
の
中
の
鳩
」

(
ブ
ロ
ン
ズ

昭
5
9
)

高
田
博
厚
作

「
マ
ハ
ト
マ
・
ガ
ン
ジ
ー
」

(
石

昭
3
5
)

●

「
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
」

(
ブ
ロ
ン
ズ

昭
3
6
)

西
村
房
蔵
作

「
翠
蔭
」

(
ブ
ロ
ン
ズ

昭
5
9
)

石
井
滋
作

「
大
地
」

(
ブ
ロ
ン
ズ

昭
5
6
)

本
田
品
彦
作

「
黎
」

(
ブ
ロ
ン
ズ

昭
4
2
)

鈴
木
徹
作

「
さ
く
ら
目
へ
」(

ブ
ロ
ン
ズ

昭
5
3
)

「
馬
と
娘
の
恋
物
語
(
3
部
作
-

秋
・
冬
・
早
春
「
)
」

(
ブ
ロ
ン
ズ

昭
5
9
)

池
田
丈
一
作

「
ひ
ね
く
れ
た
正
四
面
体
」

(
木

昭
5
6
)

「
ひ
ね
く
れ
た
正
1
 
2
面
体
」

(
木

昭
6
2
)

浦
野
八
重
子
作

「
生
き
る
と
い
う
こ
と
」

(
ア
ル
ミ
・
ブ
ロ
ン
ズ

昭
6
2
)

関
正
司
作

「
I
R
O
N

し
A
D
Y
」

(
鉄

昭
5
7
)

堀
口
光
彦
作

「
安
眠
装
置
」

(
彫
金

昭
6
 
1
)

神
谷
紀
雄
作

「
鉄
絵
銅
彩
葡
萄
紋
大
鉢
」

(
陶
芸

昭
6
2
)

土
肥
紅
給
作

「
吹
き
去
り
て
」
(
陶
芸

昭
5
5
)

工

芸

津
田
信
夫
作

「
蛸
蛤
耳
花
生
」

「
瓢
花
生
」

「
白
鳥
」

(
陶
芸
)

(
陶
芸
)

(
陶
芸
)

次
の
資
料
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
こ
に
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

洋

画

足
立
朗
氏
よ
り

足
立
源
一
郎
作

「
下
加
茂
森
」
(
紙
・
鉛
筆
明
4
0
)

「
あ
は
田
」

(
紙
・
鉛
筆
明
4
0
)

「
カ
ー
ニ
ュ
に
て
(
オ
リ
ー
ブ
畑
)
」

(
紙
・
油
彩
)

「
カ
ー
ニ
ュ
に
て
」
(
紙
・
油
彩
)

「
女
性
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
」

(
紙
・
コ
ン
テ
)

=
企
画
展
=

「
青
木
滋
芳
展
」
終
了

昭
和
6
2
年
9
月
1
 
2
日
か
ら
的
月

n
日
ま
で
房
総
の
美
術
家
シ
リ
ー

ズ
の
第
1
 
7
回
展
と
し
て
、
染
色
工

芸
家
青
木
滋
労
の
芸
術
に
焦
点
を

当
て
た
。
主
舞
台
と
し
て
活
躍
し

た
日
展
及
び
日
本
現
代
工
芸
展
の

出
品
作
品
を
中
心
に
、
昭
和
1
 
7
年

か
ち
浸
し
た
5
8
年
ま
で
の
作
品
約

4
0
点
を
展
観
し
た
。
こ
の
他
に
も

下
図
類
な
ど
の
関
係
資
料
を
展
示

し
、
青
木
芸
術
の
魅
力
を
多
面
的

に
探
っ
た
。
ま
た
1
 
0
月
3
日
に
は

美
術
を
語
る
会
を
開
催
し
、
「
父
、

滋
労
の
思
い
出
」

と
越
し
て
、
子

息
で
彫
刻
家
の
青
木
三
四
郎
氏
を

中
心
に
多
数
の
参
加
者
が
青
木
滋

芳
の
芸
術
や
人
と
な
り
に
つ
い
て

活
発
に
話
題
を
交
換
し
合
っ
た
。

会
期
中
、
青
木
の
卓
越
し
た
技
術

に
よ
っ
て
さ
ら
に
高
め
ら
れ
た
染

色
独
特
の
美
し
い
表
現
は
、
鑑
賞

者
の
心
を
深
く
魅
了
し
て
い
た
。

「
裸
婦
」

(
紙
・
鉛
筆
)

「
浄
土
寺
村
二
テ
」

(
紙
・
鉛
筆

明
4
0
)

白
井
三
郎
氏
よ
り

●



無
縁
寺
心
澄
作

「
旧
県
庁
と
噴
水
」
(
紙
・
水
彩
)

彫

刻

西
村
房
蔵
氏
よ
り

西
村
房
蔵
作

「
陽
」

(
ブ
ロ
ン
ズ

昭
5
8
)

工

芸

青
木
か
な
子
氏
よ
り

青
木
滋
芳
作

「
黒
潮
」

(
染
色

昭
5
2
)

堀
口
光
彦
氏
よ
り

堀
口
光
彦
作

「
日
曜
日
の
雨
」
(
彫
金

昭
5
2
)

神
谷
紀
雄
園
よ
り

神
谷
紀
雄
作

「
鉄
絵
鋼
彩
あ
や
め
紋
大
鉢
」

(
陶
芸

昭
飢
)

「
鉄
絵
銅
彩
椿
紋
壷
」

(
陶
芸

昭
6
2
)

●

日
本
画

浅
井
忠
作

「
松
」

(
紙
本
・
墨

明
2
5
)

「
梅
」

(
紙
本
・
墨

明
2
5
)

「
欧
州
風
景
」

(
絹
本
・
墨

明
3
5
頃
)

「
盗
賊
」

(
絹
本
・
着
彩

明
3
5
̃
4
0
)

「
祖
浅
巻
物
」

(
絹
本
・
墨

明
3
5
̃
4
0
)

(
紙
本
・
着
彩

明
4
0
)

「
当
世
風
俗
五
十
番
歌
合
(
了
番
)
」

(
紙
本
・
着
彩

明
4
0
)

「
当
世
風
俗
五
十
番
歌
合
(
1
 
5
番
)
」

(
絹
本
・
着
彩

明
4
0
)

「
当
世
風
俗
五
十
番
歌
合
(
2
8
番
)
」

(
絹
本
・
着
彩

明
4
0
)

「
寵
を
背
負
う
女
」(

絹
本
・
着
彩
)

浅
井
忠
画
・
正
岡
子
規
句

●

「
古
城
」

(
絹
本
・
着
彩
)

=
企
画
展
=

「
当
世
風
俗
五
十
番
歌
合
(
2
番
)
」

「
狂
女
」

(
絹
本
・
着
彩
)

洋

画

浅
井
忠
作

「
渓
流
」

(
紙
・
鉛
筆

明
1
 
7
)

「
曳
船
通
り
」
(
紙
・
ペ
ン

明
1
 
8
)

「
フ
ォ
ン
テ
ン
ブ
ロ
ー
の
夕
景
」

(
板
・
油
彩

明
3
4
頃
)

「
洋
上
の
夕
陽
」

(
紙
・
水
彩

明
3
5
)

「
母
の
肖
像
」

(
ボ
ー
ド
・
油
彩

明
3
5
̃
4
0
)

昭
和
5
 
9
年
度
取
得
基
金
購
入
資
料

島多謝郎「群魚と波動」

青木滋芳「黒潮」

みる・かたる・つくる

安藤信哉「牧歌」

河合新蔵「竹林図」

柳原義達「風の中の鵜」

浅井忠「フォンテンブローの夕景」

「
第
1
 
1
回
千
葉
県
移
動
美
術
館
」

終

了

今
年
度
の
第
1
 
1
回
移
動
美
術
館

は
、
本
館
、
印
旛
村
教
育
委
員
会
、

富
津
市
教
育
委
員
会
と
の
共
催
に

よ
り
、
昭
和
6
2
年
1
 
0
月
2
9
日
か
ら

u
月
9
日
ま
で
印
旛
村
中
央
公
民

館
で
、
n
月
1
 
2
日
か
ら
独
白
ま
で

富
津
市
富
津
公
民
館
で
開
催
し
た
。

今
回
は
、
日
本
画
、
洋
画
、
版

画
、
彫
刻
、
工
芸
、
書
の
分
野
か

ら
鮒
作
家
4
0
点
の
作
品
を
巡
回
し

た
。
明
治
以
降
の
近
代
美
術
史
に

足
跡
を
残
し
た
作
家
か
ら
現
在
活

躍
中
の
代
表
的
な
作
家
の
作
品
ま

で
幅
広
く
展
観
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

美
に
触
れ
、
美
術
の
楽
し
さ
を
昧

お
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
企
画
し

た
。
ま
た
本
県
ゆ
か
り
の
作
家
も

多
く
、
本
県
美
術
へ
の
親
し
み
を

深
め
て
い
た
だ
く
機
会
に
も
な
っ

た
と
思
う
。
「
身
近
に
美
術
鑑
賞

が
出
来
て
良
か
っ
た
」
と
の
声
が

多
か
っ
た
。

会場風景



みる・かたる・つくる

作
品
展
Ⅳ
期

6
2
・
1
 
2
・
8
̃
6
3
・
3
・
釘

今
年
度
第
Ⅳ
期
は
2
部
に
分
け

て
構
成
し
て
い
る
。
第
1
部
で
は

前
期
に
引
き
続
き
、
浅
井
忠
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
、
油
彩
、
水
彩
、
素

描
及
び
日
記
類
な
ど
の
資
料
を

展
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
千
葉
県

に
生
ま
れ
、
あ
る
い
は
定
住
し
て
、

近
代
日
本
美
術
史
に
大
き
な
功
績

を
残
し
た
作
家
や
、
千
葉
県
の
美

術
の
振
興
に
尽
く
し
た
作
家
な
ど

房
総
ゆ
か
り
の
作
家
1
0
人
に
焦
点

を
当
て
た
。
第
2
部
で
は
、
今
年

度
新
た
に
収
蔵
し
た
作
品
を
紹
介

し
て
い
る
。

1
 
0
人
の
作
家
に
つ
い
て
は
、
版

画
家
の
浜
口
陽
三
、
星
要
一
、
日

本
画
家
の
石
井
林
響
、
富
取
風
堂
、

若
木
山
、
工
芸
家
の
香
取
秀
貢
、

津
田
信
夫
、
洋
画
家
の
原
勝
都
、

石
橋
武
治
、
椿
貞
雄
を
対
象
と
し

た
。
期
間
中
、
各
作
家
の
展
示
替

え
を
行
い
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

美
の
世
界
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。

現
在
、
若
木
山
、
香
取
秀
真
、
津

田
信
夫
、
原
勝
郎
、
石
橋
武
治
の

作
品
を
展
覧
し
て
い
る
。

新
収
蔵
作
品
に
つ
い
て
も
、
順

次
紹
介
し
て
い
る
。
現
展
示
作
家

は
、
洋
画
家
の
石
川
欽
一
郎
、
河

合
新
蔵
、
真
野
紀
太
郎
、
安
藤
信

哉
、
内
藤
東
、
森
桂
一
、
小
林
数
、

天
野
三
郎
、
横
田
鰹
士
、
秋
元
恒
、

高
橋
規
矩
治
郎
等
、
彫
刻
家
の
高

田
博
厚
、
柳
原
議
連
、
西
村
房
蔵
、

本
田
品
彦
等
、
工
芸
家
の
青
木
滋

芳
、
堀
口
光
彦
、
神
谷
紀
雄
、
土

肥
紅
給
等
。

園
副
同
問
題

0
デ
ュ
フ
ィ
展

5
月
1
 
4
日
̃
6
月
1
 
9
日

フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム
か
ら
出
発

し
、
近
代
絵
画
史
上
に
大
き
な

業
績
を
残
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
画

家
ラ
ウ
ル
・
デ
ュ
フ
ィ
の
作
品

を
海
外
の
美
術
館
・
コ
レ
ク
タ

ー
の
協
力
を
得
て
展
覧
し
ま
す
。

0
石
井
柏
享
と
近
代
絵
画
の
歩

み
展

9
月
1
0
日
̃
1
0
月
1
6
日

躍

画

題

0
常
設
収
蔵
作
品
展

工
期

6
月
2
8
日
̃
9
月
4
日

Ⅱ
期

1
2
月
1
3
日
̃
3
月
3
1
日

本
館
が
所
蔵
す
る
日
本
画
、
洋

画
、
彫
刻
、
工
芸
、
書
、
版
画
の

各
作
品
を
2
期
に
ね
け
て
順
次
展

覧
す
る
ほ
か
、
新
た
に
収
蔵
さ
れ

た
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

0
房
総
の
美
術
家
シ
リ
ー
ズ
㈹

笹
岡
了
一
展

2
月
1
4
日
̃
3
月
1
 
2
日

会
長
を
つ
と
め
、
県
文
化
功
労

者
で
も
あ
り
ま
し
た
。
本
展
で

は
、
千
葉
県
は
も
と
よ
り
近
代

日
本
の
洋
画
界
発
展
に
貢
献
し

た
笹
岡
了
一
の
代
表
的
作
品
を

展
覧
し
そ
の
画
業
を
回
顧
し
ま

す
。

〇
第
1
 
2
回
千
葉
県
移
動
美
術
館

器賀長

轟三。豊
∴幸

本
県
ゆ
か
り
の
石
井
柏

享
は
、
浅
井
忠
に
師
事
し

た
洋
画
家
で
、
二
科
会
、

一
水
会
等
を
組
織
し
活
躍

し
ま
し
た
。

u
月
1
 
7
日
̃
n
月
0
0
日
館
山

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

1
2
月
3
日
̃
1
2
月
1
4
日
袖
ヶ

浦
町
立
根
形
公
民
館

優
れ
た
美
術
作
品
を
、
よ
り

多
く
の
県
民
の
方
々
に
鑑

賞
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

本
館
所
蔵
作
品
を
中
心
と

し
た
展
覧
会
を
2
会
場
で

●

景風場会

本
展
で
は
、
柏
亨
を
中
心
に

特
に
関
係
の
深
い
作
家
の
作
品

を
加
、
え
、
柏
亨
の
画
業
と
近
代

絵
画
の
歩
み
を
回
顧
し
ま
す
。

笹
岡
了
一
は
、
新
潟
県
出
身
で

戦
後
本
県
の
流
山
市
に
住
み
、
日

展
・
光
風
会
を
主
舞
台
に
活
躍
し

た
洋
画
家
で
す
。
本
県
に
あ
っ
て

は
、
千
葉
県
美
術
会
(
県
展
)

の

デュフィ「花火と埠頭のカジノ」

石井柏亭「晩春行楽図」

開
催
し
ま
す
。

〇
第
3
回
現
代
日
本
具
象
彫
刻

展2
月
4
日
̃
2
月
2
6
日

千
葉
市
に
建
設
中
の
県
立
青

葉
の
森
公
園
の
彫
刻
広
場
に
設

置
す
る
作
品
を
全
国
公
募
し
、

そ
の
入
賞
及
び
入
選
作
品
を
展

覧
し
ま
す
。

笹岡了-
「放蕩息子の帰宅」
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か
た
る
・
つ
く
る

美
術
を
語
る
会

本
館
で
は
美
術
普
及
の
一
環
と

し
て
美
術
一
般
に
関
す
る
問
題
を

テ
ー
マ
に
「
美
術
を
語
る
会
」
を
開

催
し
、
〃
美
の
広
場
〃
の
充
実
に
努

め
て
い
る
。

本
年
度
は
次
の
よ
う
に
実
施
し
た
。

〇
第
一
回

6
月
2
0
日
㈲

「
明
治
洋
画
史
料
こ
ぼ
れ
話
」

話
題
提
供
者

跡
見
学
園
女
子

大
学
助
教
授

青
木
茂
氏
、

参
加
者
7
8
名

〇
第
2
回

了
月
n
日
㈲

「
話
題
作
に
み
る
名
画
の
影
」

話
題
提
供
者

洋
画
家

高
橋

規
矩
治
郎
氏
、
参
加
者
2
8
名

〇
第
3
回

8
月
2
2
日
㈲

「
私
の
制
作
に
つ
い
て
」

話
題
提
供
者

彫
刻
家

関
正

司
氏

参
加
者
2
2
名

〇
第
4
回

9
月
5
日
田

「
ピ
カ
ソ
は
現
代
を
ど
う
考
え

る
か
」

話
題
提
供
者

版
画
家

牛
玖

健
治
氏
、
参
加
者
6
2
名

〇
第
5
回

1
 
0
月
2
日
田

「
父
・
滋
芳
の
思
い
出
」

話
題
提
供
者

彫
刻
家

青
木

三
四
郎
氏
、
参
加
者
5
2
名

〇
第
6
回

H
月
2
1
日
田

「
彫
刻
制
作
の
現
場
-
粘
土
か

ち
鋳
造
ま
で
-
」

話
題
提
供
者

彫
刻
家

久
保

田
倣
通
氏
、
参
加
者
3
4
名

〇
第
1
回

1
2
月
1
2
日
㈲

「
中
国
・
書
の
旅
」

話
題
提
供
者

書
家

種
谷
扇

舟
氏
、
参
加
者
7
 
2
名

〇
第
8
回

1
 
2
月
1
 
9
日
㈲

「
も
て
な
し
の
器
」

話
題
提
供
者

陶
芸
家

神
谷

紀
雄
氏
、
参
加
者
3
8
名

〇
第
9
回

1
月
2
3
日
間

「
版
画
と
私
-
銅
版
画
の
表
現

を
主
と
し
て
-
」

話
題
提
供
者

版
画
家

鶴
岡

洋
氏
、
参
加
者
2
0
名

〇
第
1
0
回

2
月
1
3
日
周

「
漁
場
一
筋
に
4
0
年
」

話
題
提
供
者

日
本
画
家

渡

辺
学
氏

参
加
者
3
7
名

情
報
資
料
室
か
ら

昭
和
6
2
年
度

受
入
図
書

へ
購
入
)
今
年
度
購
入
の
図
書
の

主
な
も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

-
一
般
図
書
・
美
術
一
般
-

現
代
日
本
執
筆
者
大
事
典
、
2
0
世

紀
全
記
録
、
日
本
の
美
術
館
ほ
か
。

-
絵

画
1

片
岡
球
子
画
集
、
山
口
華
揚
画
集
、

寺
田
政
明
、
原
雅
幸
画
集
ほ
か
。

‖
版

画
-

吉
田
博
全
木
版
画
集
、
荻
原
英
雄

版
画
集
、
現
代
の
版
画
ほ
か
。

-
デ
ザ
イ
ン
・
写
真
-

写
真
家
マ
ン
・
レ
イ
、
粟
津
潔
作

品
集
、
永
井
一
正
の
世
界
ほ
か
。

-
彫

刻
-

本
郷
新
彫
刻
集
、
ジ
ャ
コ
モ
・
マ

ン
ズ
ー
、
ブ
ラ
ン
ク
ー
シ
ほ
か
。

-
工

芸
-

陶
芸
の
土
と
窯
焼
き
、
陶
芸
の
和

薬
、
八
木
一
夫
作
品
集
ほ
か
。

-
書
-

寄
贈
図
書
が
多
く
、
購
入
に
つ
い

て
は
、
現
在
計
画
中
で
す
。

-
現
代
美
術
・
評
論
1

ミ
ニ
マ
ル
・
ア
ー
ト
、
現
代
美
術

逸
脱
史
、
造
形
思
考
、
バ
ウ
ハ
ウ

ス
、
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
ほ
か
。

(
寄
贈
)
今
年
度
は
、
特
に
寄
贈

が
多
く
、
充
実
し
た
年
と
な
り
ま

し
た
。
先
に
御
紹
介
し
た
中
村
倍

三
郎
氏
の
寄
贈
書
以
降
、
受
け
入

れ
た
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
鈴
木
満
平
氏
か
ら
昨
年
度
に
続

き
、
図
録
6
7
冊

黒
田
清
輝
展
、
タ
ー
ナ
ー
展
、

奥
田
元
宋
展
、
絵
金
展
ほ
か
。

○
小
川
克
巳
氏
か
ら
図
書
約
2
0
0
冊

雑
誌
約
8
0
0
冊

未
知
の
パ
リ
・
深
夜
の
パ
リ

雲
岡
の
石
窟
、
日
本
の
竹
、
写

真
論
、
芸
術
の
前
衛
、
今
日
の

芸
術
、
抽
象
と
幻
想
ほ
か
。

○
杉
本
郁
太
郎
氏
か
ら
図
書
3
冊

○
そ
の
他
の
寄
贈
図
書
約
4
0
冊

横
尾
芳
月
美
人
画
集
、
松
尾
敏

男
画
集
、
柳
原
義
達
作
品
集
、

石
井
滋
作
品
集
、
鈴
木
方
鶴
遺

墨
集
、
上
州
の
書
、
牧
水
か
る

た
ほ
か
。

大
変
貴
重
な
資
料
を
下
さ
っ
た

皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

資
料
室
で
は
、
更
に
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
て
、
御
寄
贈
い
た
だ
い
た
万
々

の
好
意
に
報
い
る
と
共
に
、
幅
広
く

利
用
者
の
期
待
に
こ
た
え
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

美
術
館
研
究
員
会
議

収
集
・
保
管
・
展
示
と
い
っ
た

美
術
館
の
基
本
的
活
動
の
充
実
を

図
る
た
め
、
本
年
度
も
用
人
の
研

究
員
に
、
調
査
研
究
に
よ
る
御
協

力
を
い
た
だ
い
た
。
そ
の
第
2
団

会
議
が
2
月
5
日
用
に
開
か
れ
、

今
年
度
の
課
題
で
あ
る
浅
井
忠
宛

絵
葉
書
(
本
館
所
蔵
)

の
読
み
下

し
の
中
間
報
告
を
行
っ
た
。
こ
れ

を
足
が
か
り
に
更
に
浅
井
周
辺
の

交
友
関
係
、
時
代
背
景
な
ど
を
探

ろ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。

目
顔
同
園
闇
自
国
腿
隔

●
昭
和
6
2
年
度
千
葉
大
学

教
育
学
部
美
術
科
卒
業
制
作
展

2
月
9
日
̃
2
月
1
4
日

●
子
ど
も
造
形
展

2
月
9
日
̃
2
月
1
 
4
日

●
幕
張
北
高
校
書
道
コ
ー
ス

卒
業
制
作
展

2
月
9
日
̃
2
月
1
4
日

●
第
2
2
回
千
葉
大
学
学
生
書
道
展

2
月
9
日
̃
2
月
1
 
4
日

●
第
H
回
唱
和
会
展

2
月
1
 
6
日
̃
2
月
2
 
1
日

●
第
1
 
3
回
千
葉
県
民
写
真
展

2
月
1
 
6
日
̃
2
月
2
8
日

●
和
洋
女
子
大
学
卒
業
展

(
雁
鴻
会
書
道
展
)

2
月
1
 
6
口
̃
2
月
2
1
日

●
袖
ヶ
浦
高
校
卒
業
喜
作
畏

2
月
1
 
6
日
̃
2
月
2
丁
目

●
第
1
 
3
回
秋
耕
会
千
葉
支
部
展

2
月
2
3
日
-
2
月
2
8
=

●
2
回
千
葉
敬
愛
書
道
展

2
月
2
3
日
̃
2
月
2
8
‖

●
第
9
回
親
子
絵
画
展

2
月
2
3
日
-
2
月
2
8
=

(
以
上
終
了
分
-

●
昭
和
6
2
年
度

第
1
9
四
千
葉
市
民
美
術
螺
臣
全

3
月
1
日
-
3
=
∵
∠
l
=

●
第
3
 
5
回
書
星
会
教
育
部
展

3
月
2
3
日
-
3
月
2
7
=
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今
年
度
の
実
技
講
座
は
、
従
来

の
初
心
者
向
け
入
門
講
座
を
全
講

座
に
ね
た
っ
て
美
術
館
友
の
会

が
運
営
し
、
経
験
者
を
対
象
と
し

た
講
座
は
美
術
館
に
お
い
て
実
施

す
る
と
い
う
新
し
い
試
み
で
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
が
、
2
月
の
洋
画

講
座
を
も
っ
て
全
日
程
を
終
了
し

ま
し
た
。

こ
の
う
ち
美
術
館
実
技
講
座
は

投議盛 
∴p 

延
べ
購
日
間
開
設
さ
れ

ま
し
た
が
、
受
講
者
に

自
主
的
な
制
作
を
展
開

し
て
い
た
だ
く
た
め
、

講
師
の
つ
か
な
い
日
を

5
6
日
間
設
定
す
る
な
ど
、

運
営
面
、
内
容
面
で
大

き
く
変
お
っ
た
年
で
し

た
。さ

ら
に
実
施
し
た
日

本
画
・
洋
画
等
6
分
野

に
つ
い
て
は
、
関
連
し
た

た
テ
ー
マ
の
も
と
に
今

年
度
よ
り
新
た
に

「
美

術
を
語
る
会
」
が
開
設

日本画講座

2
0
号
パ
ネ
ル
に
、
静
物
、
人
物
等

各
自
持
参
し
た
ス
ケ
ッ
チ
か
ら
制

作

(
1
0
日
間
)
参
加
者
2
0
名

洋
画
講
座
㈹
̃
㈲

伊
牢
固
脛
正
、

太
田
洋
三
、
小
林
数
の
各
先
生
、

1
 
5
号
程
度
の
キ
ャ
ン
バ
ス
に
、
静

物
、
裸
婦
、
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
、
風

景
な
ど

(
各
1
 
2
日
間
)
参
加
者
各

3
3
・
4
0
・
3
5
名

デ
ッ
サ
ン
講
座
㈹
̃
㈲

自
主
研

修
講
座
、
石
こ
う
、
コ
ス
チ
ュ
ー

ム
、
静
物
で
淡
彩
ま
で
(
各
8
.
日

間
)
参
加
者
各
2
1
・
2
3
名

彫
刻
講
座

久
保
田
倣
通
先
生
、

丸
彫
り
、
レ
リ
ー
フ
、
お
面
な
ど

を
木
彫
に
よ
り
制
作
(
1
 
0
日
間
)

参
加
者
1
 
8
名

版
画
講
座

平
野
正
房
先
生
、

1
 
5
×
1
 
8
、
2
2
×
2
7
伽
の
2
種
の
銅

板
を
用
い
、
自
由
な
テ
ー
マ
で
ド

ラ
イ
ポ
イ
ン
ト
、
ア
ク
ア
チ
ン
ト

な
ど

(
1
 
2
日
間
)
参
加
者
1
 
5
名

陶
芸
講
座
用
̃
㈲

横
山
光
ノ
介
、

神
谷
紀
雄
の
各
先
生
、
各
期
3
回

に
か
た
り
制
作
し
、
粘
土
、
焼
成

方
法
を
変
、
え
、
花
ぴ
ん
、
茶
ね
ん
、

皿
な
ど

(
各
的
日
間
)
参
加
者
各

3
2
・
3
4
名

書
芸
講
座
用
̃
㈲

高
木
束
扇
、

千
代
倉
桜
舟
、
浅
見
錦
龍
の
各
先

生
、
か
な
、
近
代
詩
文
書
、
漢
字

を
各
期
の
テ
ー
マ
と
し
て
、
歴
史
・

書
の
見
方
な
ど
を
含
め
て

(
各
期

誰刻彫

(
臨
時
休
館
の
あ
知
ら
せ
)

現
在
進
行
中
の
増
築
工
事
の
た

め
、
次
の
期
間
臨
時
休
館
い
た
し

ま
す
。

4
月
-
日
㈲
̃
4
月
2
5
日
㈲

大
変
御
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お

り
ま
す
が
、
8
月
に
は
工
事
を
終

了
す
る
予
定
で
す
。
完
成
後
は
、

新
し
い
展
示
室
を
、
皆
様
に
御
覧

い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

4
日
間
)
参
加
者
各
2
4
・
2
4
・
2
4

名
6
3
年
度
実
施
計
画
は
次
の
と
お

り
で
す
。

受
講
申
し
込
み
は
、
4
月
以
降

往
復
は
が
き
に
講
座
名
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え

学
芸
課
普
及
班
あ
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

9
・

5

9
・
1
 
2

9
・
1
 
6

日

誌

抄

1
0
・
3

1
 
0
・
2
9

さ
れ
、
作
品
を
鑑
賞
し
た
り
制
作

す
る
立
場
か
ち
の
疑
問
点
や
意
見

が
熱
心
に
か
ね
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
応
募
状
況
は
全
体
で
3
了
5

名
の
定
員
に
対
し
、
仙
名
近
い
受

講
希
望
の
は
が
き
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

今
年
度
実
施
し
た
美
術
館
実
技

講
座
は
次
の
と
お
り
で
す
。

日
本
画
講
座

斉
藤
惇
先
生
、

デッサン講座

88のごあんない

昭和63年度実技講座は、内容、開催

日数とも今年度と同様実施します。

(10日間) 5月-

(10日間) 5月-

(8日間) 5月へ

(10日間) 6月へ

(4日間) 7月へ

(12日間) 7月一

(10日間) 8月へ

(12日間) 8月へ

(4日間) 9月へ

(10日間) 10月へ

(12日間) 11月-

(4日間) 12月-

(8日間) 1月-

陶 芸 講 座(1)

彫 刻 講 座

テ∴ノサン講座(l)

日本画講座
書 芸 講 座(1)

洋 画 講 座(1)

版 画 講 座(2)

洋 画 講 座(2)

書 芸 講 座(2)

陶 芸 講 座(2)

洋 画 講 座(3)

書 芸 講 座(3)

デッサン講座(2)

※ 都合により期日を変更する場合が

あります。
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第
四
回
美
術
を
語
る
会

企
画
展
「
青
木
滋
芳
展
」

(
1
 
0
・
虹
ま
で
)

第
二
次
博
物
館
実
習

(
3
大
学
、
5
名
、
9
・

2
9
ま
で
)

第
五
回
美
術
を
語
る
会

第
十
一
回
千
葉
県
移
動

美
術
館
(
印
旛
村
1
 
0
・

2
9
̃
H
・
9
、
富
津
市

n
・
1
 
2
̃
n
・
2
4
)

施
設
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座
(
̃
n
・
5
、

1
1
・
1
2
、
1
1
・
1
9
、
1
2

・
1
0
、
1
2
・
1
5
)

第
六
回
美
術
を
語
る
会

第
七
回
美
術
を
語
る
会

第
八
回
美
術
を
語
る
会

第
九
回
美
術
を
語
る
会

友
の
会
役
員
会

第
二
回
美
術
館
研
究
員

会
議

第
十
回
美
術
を
詰
る
会


